
順番 質問者 質問事項 質問内容 質問の相手

1 平田康雄

小項目ごと

1 町政運営の基本
的な考え方や主
な施策の推進方
針について

中山町政の2期目に当たり、今後の町政運営の基本的な考え方や主な施策の
推進方針について町の考えを問う。

(1) 町政運営の基本的な考え方は。
・これまでの町政運営の状況や今後の取り組み方針など。

(2) 財政の健全化と３本柱の主な施策の推進方針は。
・こども家庭センターの設置。
・体育館への空調設置の検討。
・大腸がん・前立腺がんの個別検診の導入。
・校区センターの大規模改修。

(3) 重要施策や新たに挑戦する主な施策の推進方針は。
・農業の振興。
・道の駅の検討。

町長
教育長

2 帯状疱疹ワクチ
ン接種への助成
について

帯状疱疹は強い痛みを伴う病気で、50歳を境に急激に発症率が上昇し、８０
歳までに約３人に１人が発症しているとのこと。ワクチン接種により発症率
を下げることができるが、2回の接種が必要で、かなり高額とのことであ
る。以下について問う。

(1) 予防接種に対する町の考え方は。
・予防接種の取り組み状況や今後の方針。
・予防接種対象ワクチンの選定基準。

(2) 帯状疱疹ワクチン接種への助成など。
・帯状疱疹ワクチン接種に対する町の考え。
・帯状疱疹ワクチン接種への助成。

町長

2 松本照行

小項目ごと

1 防災対策等につ
いて

毎年のように発生する冠水等にどう対処しているのか。冠水場所の具体的な
対策、及び防災士を活かす施策について問う。

(1) 各地区の冠水の原因と対応はどうしていくのか。
・大堰、本郷、大刀洗の各地区の冠水の主な要因は何か。
・具体的な対策と実施状況はどうなっているのか。
・今後、ため池や調節池の運用はどのように考えているのか。

(2) 菊池校区の内水氾濫(冠水)対策について。
・何が要因で内水氾濫を起こしているのか。
・要望が上がっていると思うが、どうなっているのか。
・どのような対策を考え、いつ改修するのか。

(3) 防災士に求める役割をどう考えているのか。
・防災士の有資格者の状況はどうなっているのか。
・防災士に求める役割は何か。
・町と防災士との連携について。

町長

2 放課後児童のあ
そび場づくりに
ついて

放課後児童対策のあそび場は、子どもたちの健やかな成長において非常に重
要なものと考える。町としてあそび場づくりにどのように取り組んでいこう
としているのかを問う。

(1) 放課後児童対策を町はどう進めて来たか。
・学童保育の対象学年、児童数、待機児童の有無について。
・学童保育以外の子どもたちの放課後の過ごし方について。

(2) 児童の放課後遊び場について
・放課後あそび場の重要性、有効性について教育長の見解は。
・あそび場の現状についてはどうなっているのか。
・放課後あそび場の確保について町長の見解は。
・「あそび場」設置の一定の基準を設けてはどうか。また、校庭を活用した
あそび場づくりを具体化できないのか。

町長
教育長
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3 野瀬繁隆

小項目ごと

1 農地等の災害復
旧事業について

豪雨などの「異常な天然現象」により、農地・農業施設が被
災した場合の災害復旧について

(1) 災害復旧事業の概要について
・異常な天然現象（対象となる災害）とはどういうことか。
・補助事業の対象となる施設等とは。
・補助事業の採択基準はどうなっているのか。
・事業主体と補助率、受益者負担はどうなっているか。

(2) 採択基準に満たない小規模災害への対応について
・町単独の対応策はあるのか。
・その場合の事業概要と農業者（受益者）負担はどうなっているのか。

(3) 今後の対応
・小石川原川の改修整備が見通せない中、常態化している浸水被害をどう捉
え、どう対応していくのか。
・災害復旧事業に伴う受益者負担の軽減措置などを講じる必要があると考え
るが所見を。

町長

2 交通弱者対策に
ついて

(1) のりあい定額タクシー（ひばり号）について
・利用状況の推移及び利用者ニーズへの対応状況は。
・新たな取り組み（共創・ＭａｓＳ実証プロジェクト）の目的・内容及びそ
の成果をどう見込んでいるのか。
・町外の施設（駅、病院）などへの移動ニーズにどう対応。

(2) ライドシェアについて
・公約にライドシェアへの対応が掲げられているが、具体的にどう対応され
るのか。

(3) 自家用有償旅客運送について
・自家用有償旅客運送は、バス・タクシー事業者によることが困難な場合の
移動手段の確保を担う重要な制度と聞き及んでいるが、この制度に対する所
見を。

町長

4 實藤量德

小項目ごと

1 空き家対策につ
いて

中山町長は２期目の就任にあたり、新たな挑戦として
①防災力の強化、②交通弱者対策、③地域で経済が循環する仕組み、④担い
手の確保、⑤空き家対策の強化とあるが、５項目目の空き家対策について問
う。

(1) 不良空家等除去と空き家の利活用の一層の推進とは、どのような事か。

(2) 行政区または校区別での空き家の増加はどのようになっているか。

(3) 対策をどのようにされるか。

(4) 特定空家または不良空家の除去費用の補助は、どのようになっている
か。また利用状況は。

町長

5 平山賢治

大項目ごと

1 立法プロセスに
ついて

(1) 行政側が上程する議案について、その起案・決済プロセスは。事業の妥
当性や法的根拠、字句や数値の確認などは組織的に実施されているか（例え
ば前定例会における議案第46～49号など）。

(2) 否決や修正等の議決結果、また予算・決算特別委員会からの意見を踏ま
えた改善の議論はなされているか。課題があるとすれば、今後どのような対
応が必要と考えるか。

(3) 課題の根本には、前町政における人員削減や議会対応の影響もあるので
はないか。

(4) 併せて、行政の問題や新事案などを議会へすみやかに報告すべきとの要
請について、町長の見解は。

町長

2 校区センターに
ついて

(1) 各運営委員会について、行政との法的関係は。

(2) 関連する議案が否決となった経緯について、関係団体にどのように説明
したか。また再提案の計画などは。

(3) 前定例会の第４日における町側の追加説明の発言の一部について、その
根拠や発言の妥当性は。

(4) 校区センターに限らず、公共施設の改修にあたっては、関係団体や利用
者の声を十分に聞いて反映させるべきと思うが、今後の方針は。

町長

3 飲酒問題の解決
について

飲酒運転の根底には、アルコール依存症の課題も深く関わっていると思われ
る。飲酒問題解決のために、社会や組織がアルコール依存症をよく理解し、
適切な対応や支援が不可欠と考えるが、
(1) 行政職員、学校教職員に対するアルコール依存症についての研修や啓発
は。

(2) 再発防止のために、アルコール依存症の理解と組織的な対応が必要と考
えるが、今後の方針について。

町長
教育長
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6 安丸眞一郎

小項目ごと

1 外国人研修生や
技能実習生の現
状と共生社会実
現に向けた町の
取組みについて
問う

(1) 町内における外国人研修生や技能実習生の現状は。

(2) 生活習慣の違いから周辺住民とのトラブルやゴミの分別・資源ごみ分別
などで問題もあると聞くが町の対応状況は。

(3) 共生社会実現に向けて、ドリーム祭り・えだ豆収穫祭・町民体育祭など
の町行事に参加を促してはどうか。

町長
教育長

2 役場窓口サービ
ス向上と庁舎の
環境整備につい
て問う

(1) 昼休み時間帯の来庁者への対応改善を。

(2) 庁舎内における物品販売は場所の変更をすべきでは。

(3) 健康管理センター改修工事後に教育委員会・子ども課は移転予定となっ
ているが、移転後のフロアの活用は。

町長
教育長

3 町内の小中学校
における不登校
児童・生徒の現
状と支援につい
て問う

(1) 不登校児童・生徒の現状は。

(2) 不登校児童・生徒への支援の状況は。

教育長
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